
市
民
連
合
＠
か
が
わ
は
、
香

川
県
下
各
地
で
１
月
２
０
日
、

「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
、
日
本
被

団
協
受
賞
」
な
ど
と
書
か
れ
た

ビ
ラ
を
配
り
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を

し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
９
月

19
日
に
安
全
保
障
法
制
が
強
行

成
立
さ
れ
て
か
ら
毎
月
「
19
日

行
動
」
と
し
て
街
頭
宣
伝
を
し

て
い
ま
す
。
憲
法
の
立
憲
主
義

平
和
主
義
、
民
主
主
義
の
価
値

観
を
守
り
、
戦
争
に
反
対
す
る

市
民
が
集
ま
り
活
動
が

続
い
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
高
松
駅
前
で
は

日
本
共
産
党
香
川
県
委

員
会
の
石
田
ま
ゆ
書
記

長
が
参
加
。
石
田
氏
は

１
９
６
０
年
に
岸
信
介

首
相
が
現
行
の
日
米
安

保
条
約
を
締
結
し
て
65

年
を
迎
え
る
と
の
べ
、

「
自
公
政
権
が
米
軍
占

領
の
継
続
と
し
て
基
地

を
提
供
す
る
性
格
に
く

わ
え
、
米
軍
の
戦
争
に

自
衛
隊
を
参
戦
さ
せ
る
日
米
共

同
作
戦
を
新
た
な
柱
に
加
え
た
。

そ
の
後
も
、
地
球
規
模
で
対
応

す
る
軍
事
同
盟
へ
の
強
化
や
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
な
ど

が
重
な
り
、
い
ま
ほ
ど
日
米
軍

事
同
盟
が
危
険
な
と
き
は
な
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
再
登

場
で
日
米
同
盟
は
い
っ
そ
う
危

険
と
国
民
負
担
を
増
し
、
矛
盾

と
混
迷
を
深
め
る
。
日
本
が
進

む
べ
き
道
は
米
国
の
尻
馬
に
乗
っ

た
戦
争
準
備
や
大
軍
拡
で
は
な

く
平
和
外
交
の
展
開
だ
」
と
語

り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
立
憲
民
主
党
山

西
朋
子
高
松
市
議
、
社
民
党
成

合
美
範
副
幹
事
長
、
戦
争
い
や

だ
デ
モ
香
川
の
吉
富
キ
テ
ィ
さ

ん
、
９
条
の
会
香
川
十
河
浩
二

事
務
局
長
、
香
川
県
平
和
労
組

会
議
大
熊
正
樹
議
長
、
小
野
賢

治
事
務
局
長
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク

を
し
ま
し
た
。

高
松
市
で
６
日
、
香
川
革
新

懇
と
９
条
の
会

か
が
わ
が
「
６

の
日
行
動
」
で

街
頭
宣
伝
を
し

ま
し
た
。

田
辺
健
一
日

本
共
産
党
東
部

地
区
委
員
長
は

「
前
回
の
衆
議

院
選
挙
で
、
自

公
政
権
が
少
数

与
党
に
な
り
、

野
党
が
力
を
合

わ
せ
て
立
ち
向

か
え
ば
、
政
治

を
変
え
ら
れ
る

チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ

た
」
と
の

べ
ま
し
た
。

田
辺
氏
は

野
党
の
７

党
が
結
集

し
た
政
策

協
議
に
ふ

れ
「
国
会
の
中
で
高
学
費
や
義

務
教
育
の
学
校
給
食
、
介
護
や

医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
問
題

な
ど
幅
広
い
課
題
に
対
し
て
、

物
価
高
騰
な
ど
の
解
決
策
が
話

し
合
わ
れ
て
い
る
。
国
会
の
外

で
も
国
民
の
声
や
願
い
を
実
現

す
る

【
２
面
に
つ
づ
く
】
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軍
拡
や
め
平
和
外
交
を

19
日
行
動

市
民
連
合
＠
か
が
わ

先
日
の
朝
宣
伝
で

た
か
ま
つ
み
み
の
会

の
方
か
ら
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
の
裁
判
の
記
事

の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。裁

判
で
は
、
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
女
の

子
が
交
通
事
故
で
亡

く
な
り
「
逸
失
利
益
」

（
＝
将
来
得
ら
れ
る

は
ず
だ
っ
た
収
入
）
の
算
定
が
争
わ

れ
、
大
阪
高
裁
は
「
健
常
者
と
同
額
」

と
判
決
を
し
ま
し
た
。
判
断
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
補
聴
器
や
手
話
等
を
使
い

こ
な
し
て
い
た
こ
と
や
障
害
者
差
別

解
消
法
に
よ
っ
て
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
周
囲
の
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
社
会
が
進
歩
し

た
こ
と
で
す
。
障
害
の
有
無
で
い
の

ち
の
値
段
が
値
引
か
れ
て
き
た
過
去

の
判
例
か
ら
す
る
と
、
障
が
い
者
と

健
常
者
と
の
差
別
的
な
壁
を
打
ち
破
っ

た
点
が
画
期
的
で
す
。

合
理
的
配
慮
に
よ
り
、
当
事
者
の

生
き
が
い
や
潜
在
的
な
能
力
の
発
揮
、

社
会
貢
献
に
も
繋
が
り
前
向
き
な
サ

イ
ク
ル
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
の
観
点
か
ら
も
、
ま
た
人
権
擁

護
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
も
、
国
の
責
任
と
し
て

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
公

的
助
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
（
ち
）

高松で６の日行動
革新懇と９条の会

【
３
面
か
ら
】

質
問
も

で
き
な
い
で
す
。
代
表
質

問
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
共
産
党
と
し
て
「
今

の
市
政
は
こ
れ
で
い
い
の

か
」
み
た
い
な
大
き
な
話

が
で
き
ま
す
。
い
ま
の
年

間
４
回
の
６
０
分
の
一
般

質
問
で
は
全
然
足
り
な
い

の
で
、
必
ず
２
議
席
を
と

れ
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

笹
井
】
力
を
合
わ
せ
頑
張

り
ま
す
。

１
月
27
日
、
香
川
県
私

学
助
成
を
す
す
め
る
会
の

田
中
健
二
会
長
と
教
職
員
、

保
護
者
の
代
表
で
池
田
香

川
県
知
事
に
５
４
１
１
筆

の
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
運
動
し
て

い
た
エ
ア
コ
ン
空
調
費
補

助
に
、
今
年
度
か
ら
公
立

と
同
じ
基
準
の
補
助
額
を

経
常
費
補
助
に
含
め
援
助

が
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
購

入
費
補
助
に
つ
い
て

も
、
来
年
度
新
入
生

か
ら
公
立
高
校
と
同

額
（
上
限
３
６
，
０

０
０
円
）
の
補
助
が

出
ま
す
。

現
在
国
か
ら
の
就

学
支
援
金
が
、
世
帯
年
収

５
９
０
万
円
未
満
だ
と
年

３
９
６
，
０
０
０
円
（
一

月
３
３
，
０
０
０
円
）
あ

り
、
県
内
私
学
平
均
で
月

９
，
８
０
６
円
程
度
の
家

庭
負
担
で
す
。
一
方
、
５

９
０
万
円
以
上
９
１
０
万

円
未
満
の
世
帯
で
は
、
国

か
ら
年
１
１
万
８
０
０
０

円
（
一
月
９
千
９
０
０
円
）

の
み
の
支
援
し
か
な
く
、

家
計
負
担
は
県
内
私
学
平

均
で
年
４
０
万
１
４
０
０

円
（
一
月
３
万
３
４
５
０

円
）
に
も
な
り
ま
す
。
ま

た
全
国
の
多
く

の
自
治
体
で
は
、

国
か
ら
の
就
学

支
援
金
に
加
え

て
独
自
の
支
援

金
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
全
国

で
そ
う
し
た
上
乗
せ
の
支

援
が
な
い
自
治
体
は
、
香

川
を
含
め
９
県
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
後
編
に
続
く
）
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「
俳
諧
の
祖
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

山
崎
宗
鑑
（
そ
う
か
ん
）
は
、
一
五

二
八
年
、
讃
岐
に
一
夜
庵
を
結
び
、

八
九
歳
で
没
す
る
ま
で
の
二
六
年
間

を
そ
こ
で
暮
し
た
。
辞
世
の
句
は
、

宗
鑑
は
何
処
へ
と

人
の
問
ふ

な
ら
ば

ち
と
よ
う
あ
り
て

彼
の
世
へ
と
云
へ

宗
鑑
は
、
近
江
国
栗
太
郡
志
那
村

く

り

た

し

な

（
現
・
草
津
市
）
の
生
ま
れ
で
、
幼

少
か
ら
室
町
幕
府
の
第
九
代
将
軍
足

利
義
尚
に
仕
え
た
が
、
一
四
八
九
年
、

よ
し
ひ
さ

将
軍
が
二
十
三
歳
で
没
し
た
と
き
、

世
の
無
常
を
感
じ
て
出
家
し
た
。
名

を
宗
鑑
と
改
め
、
山
城
国
の
山
崎
に

庵
を
結
び
、
山
崎
宗
鑑
と
呼
ば
れ
た
。

宗
鑑
は
、
京
都
東
福
寺
の
僧
・
梅

谷
と
親
交
が
あ
っ
た
。
梅
谷
は
讃
岐

の
興
昌
寺
の
出
身
で
、
梅
谷
が
帰
郷

す
る
と
宗
鑑
も
山
崎
の
庵
を
出
た
。

宗
鑑
は
諸
国
行
脚
の
後
、
梅
谷
を
訪

ね
て
興
昌
寺
に
庵
を
結
ん
だ
の
で
あ

る
。

一
夜
庵
は
、
観
音
寺
市
八
幡
町
の
興

昌
寺
の
境
内
に
あ
る
。
六
畳
の
座
敷

と
四
畳
半
の
茶
室
の
二
間
で
、
無
駄

の
な
い
簡
素
な
造
り
で
あ
る
。
築
後

四
回
ほ
ど
修
復
さ
れ
た
が
、
ほ
ぼ
原

形
を
保
持
し
て
お
り
、
日
本
最
古
の

俳
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
一
夜
庵
と
い

う
名
は
、
宗
鑑
が
長
居
の
客
を
厭
い
、

一
夜
以
上
の
宿
泊
を
断
っ
た
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
。

上
は
立
ち

中
は
日
ぐ
ら
し

じ
ょ
う

ち
ゅ
う

下
は
夜
ま
で

一
夜
泊
ま
り
は

げ下
々
の
下
の
客

宗
鑑
は
最
初
、

連
歌
師
を
め
ざ
し

て
い
た
の
だ
が
、

そ
の
時
代
、
連
歌

は
行
き
詰
っ
て
い

た
。
こ
れ
を
打
開

し
て
、
よ
り
自
由

な
俳
諧
の
世
界
を

切
り
拓
こ
う
と
し

た
の
が
宗
鑑
で
あ
っ

た
。
当
時
、
俳
諧
は
連
歌
か
ら
独
立

し
て
お
ら
ず
、
余
興
と
し
て
し
か
扱

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
宗
鑑

の
洒
落
気
や
滑
稽
味
の
あ
る
句
は
、

俳
諧
を
独
立
し
た
文
芸
へ
と
発
展
さ

せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
夜
庵
は
、
俳
句
を
志
す
人
な
ら

ば
必
ず
訪
れ
る
俳
跡
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
高
浜
虚
子
、
荻
原
井
泉
水
、
河

東
碧
梧
桐
ら
数
多
く
の
俳
人
が
訪
れ

て
献
句
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
興
昌

寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

俳
諧
の

遠
き
御
祖
の

墓
お
が
む

（
高
浜
虚
子
）

宗
鑑
の
句
碑
は
、
宗
鑑
の
四
百
年

忌
を
記
念
し
て
一
九
五
七
年
一
二
月

二
日
に
建
立
さ
れ
た
。
碑
に
は
宗
鑑

の
自
筆
を
模
写
し
た
句
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

か
し
夜
ぎ
の

袖
お
や
霜
に

よ

橋
媛
御

は

し

ひ

め

ご

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

㉕

日
本
最
古
の
俳
跡｢

一
夜
庵｣

（
観
音
寺
市
）
と

徘
徊
の
祖

山
崎
宗
鑑
（
一
四
六
五
～
一
五
五
四
）

文･

写
真

深
沢

雨
根

私
学
助
成
の
増
額
求
め

県
知
事
交
渉
（
前
編
）


